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 （1.3）以下のようなxは存在しない：[ x：性質「存在しない」] 
 ということを表そうとして次のような形 













































 （2.1.1）￢∃x [ ￢existhere(x) ∧ existhere(x) ] 
 （ここにないもので，しかもここにあるものは，存在しない　＝トートロジー） 
 （2.2.1）￢∃x [ ￢existhere(x) ] 

































































































































  総称O[タマネギ ]　→　高い 
 総称領域：その場の全ての商品（野菜）の集まり 
 ここで 総称オブジェクト は， 総称領域 にあるモノのうち，[　]内の性質を満たす全てのモノを代



































 O 1 （タマネギ） 
 O 2 （タマネギ） 
 O 3 （タマネギ） 





















































































































































































































































































 O 1 （一つ目＆￢存在）：　笑顔 
 O 2 （二つ目＆￢存在）：　やる気 







































































 （8）存在  A しないものは存在  B しない。 




存在  A 」なるオブジェクトを想像することは難しく，聞き手は領域計算によって（無理のある）
オブジェクト操作を回避するという動作に出るであろう。その場合，上述したように「存在  B す














 集合O：代表O[領域Bに存在 ]　：　（Aに）存在 
 領域：発話の場にある全てのモノの集まり 
 という知識のストックをすることになろう。 
 　また，この動作においては，「￢存在  A 」なるオブジェクトの想像のしづらさは，特定のオブジェ
クトが既に存在してそれが「￢存在  A 」という性質を（たまたま）持っていたということではな
く，そもそも「￢存在  A 」であることをオブジェクトの成立要件とするような，「一般的な」「￢




トを既に想像しており，それが（たまたま）「￢存在  A 」なる性質を持っていたというような場合
に見られるように，「存在  A しないモノ」がオブジェクトとして容易に想像できる場合には，ど
のような動作が起こると考えられるか。冒頭の（1.1）のように，特定のキャラクター商品が問
題になっている場合，それに例示されるオブジェクトということで，主語を表すオブジェクトが
聞き手の情景の中に導入されやすい。主語オブジェクトには「￢存在  A 」なる性質がタグ付けされ，
それは全称的に用いることが記録される。そしてそのオブジェクトが代表する全てのモノが持つ
ことになる性質として，述部の「￢存在  B 」がタグ付けされる。結論として，「￢存在  A なるオブジェ


































 　この動作においては，「￢存在  A 」なる性質は，問題のオブジェクトに付随的に見られる性質で
あることが多いと思われる。このオブジェクトを導入しやすくなるような，特定の例となるオブ
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